
農業集落排水施設の公共下水道への統合について
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田底中部処理区

山東東部処理区

鰐瀬陳内処理区

塚原藤山処理区

施設概要一覧

公共下水道への接続管路ルート図（案）

【資料３】 令和６年（２０２４年）３月
農水局、上下水道局

１ 本市の農業集落排水施設の概要

日平均
（㎥/日）

時間最大
（㎥/ｈ）

田底中部 1997/11 JARUS-Ⅲ型 10.5 13 1200 324 39

山東東部 2000/2 〃 11.2 11 960 259 31

塚原藤山 1999/4 JARUS-OD型 14.5 9 1650 446 54

鰐瀬陳内 2003/4 〃 15.7 14 1640 443 53

計 51.9 47 5450 1472 177

地区名 供用開始

施設概要 当初計画

処理形式
管路

（km）

中継
ポンプ
（箇所）

計画処理
対象人口

計画汚水量

凡例
農業集落排水施設処理場
接続先（公共下水道）
接続管路

田底中部処理区

山東東部処理区

植木ポンプ場

城南町浄化センター

塚原藤山処理区

鰐瀬陳内処理区

接続管路ルート図（案）植木町 接続管路ルート図（案）城南町



２ 統合に向けた取組の概要
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２－１ 背景

公共下水道をはじめとする生活排水処理施設の事業運営は、職員数の減少や施設の老朽化等により、持続的な
運営が課題となっている。このため、国においては複数の施設で処理されている汚水を同一の施設で処理するなど
の広域化・共同化の取組が推進されている。※
本市においても、施設の老朽化、使用者の減少などの問題を抱えており、効率的な施設運営を目的として公共下

水道へ統合を進めている。

２－２ これまでの経緯

※平成26年1月30日付け「続的な汚水処理システム構築に向けた都道府県構想の見直しの推進について」
（農林水産省・国土交通省・環境省の３省連名通知） など
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２ 統合に向けた取組の概要

２－３ 不明水対策

２－４ 接続管路整備費

○対策の必要性

・令和元年の調査により、汚水の中に不明水が浸入していることが判明
・汚水の中に不明水が入ったままでは、過大な施設設計となるため対策が必要

○これまでの取組み

・公共下水道への接続管路の整備費用は、概算で 約３１億円 （令和4年度試算）

※公共下水道への接続に係る設計業務及び工事は農水局からの委託により上下水道局で実施



３ 事業スケジュール
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①令和５年度～令和６年度 不明水対策
②令和５年度～令和１０年度 公共下水道への接続管路設計・工事
③令和１０年度 供用開始（公共下水道統合）
④令和１１年度 農業集落排水施設処理場解体

②

②

①

④

③

▼供用開始

※不明水対策については目標値達成に向け、公共下水道への統合と並行して対策を進めていく。
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